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１．研究目的 
	 本年度は、前年度の検証結果を受けて、都市気候とエネルギー需要の将来予測に本格的

に着手する。すなわち、（i）複数の将来シナリオに基づく都市気候とエネルギー需要の予測
を行い、エネルギー政策や気候変動対策を考えるための信頼性の高い科学データを作成す

る。（ii）上記（i）エネルギー需要変化を考慮した結果を、変化を考慮しない従来の結果（日
下准教授が担当）と比較することにより、これまで明らかになっていない排熱フィードバ

ック効果を定量化する。なお、将来予測は、国内の都市だけではなく、今後急激な発展が

予測されているアジアのメガシティ（ジャカルタ）でも同様に行なう。国内外の大都市の

計算結果の比較を通して、地域毎・都市毎に有効な気候変動対策を考える礎とする。 
 
２．研究成果の内容 
	 数値計算に必要な基本的パラメータ（空調性能、建物の材質、分布情報等）を整備し、

都市気候・エネルギー需要の再現実験を行なった。当初の実験では、数値モデルが都市域

のエネルギー需要を大幅に過大評価したが、この過大評価の要因を考察し、その結果に基

づき、数値モデル内の空調システムの設定を、初期設定から国内向けに改良した。その結

果、エネルギー需要再現精度を大幅に高めることができた（※）。これら今年度の成果をま

とめたものは、国際誌（英国王立気象学会の International Journal of Climatology）に受
理された。また、この精度検証結果を受けて、将来予測に使用する客観解析データを整備

した。その後、上記（i）の将来予測計算を実施し、(ii)の定量化を試みた。 
	 ※この再現計算の際に、使用する数値モデルによる高温の再現精度をあらかじめ検証し、

必要に応じてモデルを改良するため、岐阜県多治見市を対象に高温の数値シミュレーショ

ンを行った。その後、この計算結果をもとに数値モデルを改良した。多治見の高温に関す

る内容は、国際誌（米国気象学会の Journal of Applied Meteorology and Climatology）に
受理された。 
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３．学際共同利用として実施した意義 
	 学際共同利用として本課題を実施した意味としては、以下の２点が挙げられる。 
	 １点目は、COMAを使用することにより、多くの本計算を実施できたことである。COMA
を使用することにより、多くの実験設定のもとでの計算が短時間で容易に実施できた。通

常のワークステーションでは 1ヶ月の気候計算が実時間で数日〜１週間程度要するため、
多くの計算を実施することは困難であった。それを、COMAならば 24時間以内に終了す
ることができた。上記の意義が具体的成果に繋がった。 
	 ２つ目は、共同研究推進プログラムにおいて本課題を実施したことによる CCSスタッフ
との共同研究の側面である。本課題は、地球環境分野の日下博幸准教授と共同研究である。

日下准教授は、都市気候の分野において世界的に著名な研究者であり、研究を推進する上

で、計算設定や結果の解析の面等で有益な意見交換ができ、これが上述した成果に繋がっ

た。 
 

４．今後の展望 
	 来年度からは、学際共同利用地球環境領域の RCMプロジェクトと統合し、新たに CEM
プロジェクトとして引き続き研究を進める。RCM と本 BEM プロジェクトは、WRF モデ
ルを使用していること、地球温暖化と都市にフォーカスを置いていることの２点において

共通している。両者の統合により、全球スケールから街区スケールまで、シームレスな都

市気候等の計算が可能となる。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS   
HA-PACS/TCA   

COMA ○ 900 hours 
※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 

 


